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要 旨 天然、染料の魅力は色相にある。 染料のもつ色彩感は日本特有の味わいのある色として茜
色， 江戸紫， 露主主， 萌木色， 111吹色， 鳩羽鼠， 納戸色など臼本の色名として伝えられてきたのである。
染料のもつ愛かな色彩から多くの色がひきだされ， その色棺は微妙な違いをみせるのである。 古代文献

に記されている色の再現は実際にはむつかしいのであるが， 受け継がれてきた伝統技法をもとにして，

実際に染め， 色の表現よの可能性を問題点として手織りによる総の着尺を制作した。 更に染料の堅牢性

について実験を行なったのである。 その結果， 一般に彩度の高い色は得られにくいものの， 色の濃淡
や， 明るさ， u音さ， 渋い色， くすんだ色などの色彩感情の広範囲から， 染料のもつ独特の色の美しさを
配色， 模様の上で表現することができる。 天然染料はドライタリーニングの堅牢性が高いなどの事項を
制作， 実験を通して知ることができたのである。

I は じ め に

古代文献にはlつの色名と色相が時代によっ

て違って記されていることがある。 使われなく

なりつつあるが， 色を表現する上で分かりやす

く親しみやすい日 本の色名である。

ピンク系では桜色， 薄紅色， 紅梅色， 珊瑚

色， 桃花色， 赤系では紅色， 朱色， 茜色， 蓄積

色， 聴脂色， 蘇粉色， 曙色， 緋， 錆朱， 唐紅，

オレンジ系では杏色， 脱色， 密柑色， 柿色， 樺

色， 小麦色， 涜玉虫色， 了子色， ベージュ系では

班麻色， 白茶， 生成色， 象牙色， 黄系では 玉子

色， 金茶色， 山吹色， 枯草色， 芥子色， 黄土

色， 茶系では海老茶， 栗皮色， 弁柄色， 煉瓦

色， 桧皮色， 枯葉色， 焦茶， 枇杷茶， みどり系
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では鴬色， 海松色， 若草色， 苔色， 萌木色， 抹

茶色， 若竹色， 青磁色， 緑青， 水色， 育系では

露草色， 郡青色， 緩色， 納戸色， 紺色， 紺藤

色， 紫系では藤色， 桔梗色， 紫紺， 江戸 紫， 京

紫， 古代 紫， 滅 紫， 茄子紺， 菖蒲色， 葡萄色，

グレー系では銀鼠， 鳩羽鼠， 利休鼠， 灰色， 消

炭色， 苦色， 黒では墨色， 憲法色， 鳥羽色，

古い時代から横物を染料として， 色の 発見，

色との暮らしが臼 本の色を作り上げたもので，

日 本の情緒， 物の表現， 心情， 植物名， 人名な

どから感覚的色彩名が残っているのである。 そ

こには微妙なまでの色相の差が色名として現わ

れている。

天然染料は含んでいる色素が単一でなく複数

であるため独特の 渋い色調を生みだすことがで

きる。 そのため染料のもつ色彩感は臼 本特有の

味わいのある色として 発達したといえる。 天然

染料のもつ魅力は色相にある。 植物を中心に染



材として， さまざまな色が生みだされる。 色彩

のもつ豊かさから多くの色がひきだされ， その

色相は微妙な違いをみせるのである。

今日においては 古いものが見直されたという

よりも， 色としての感じ方が合成染料では真似

ることができない植物染料の色にあるのではな

いかと言える。 染料のもつ色彩感は商品として

注目すべき点があるが， 工業生産においては染

色法の繁雑さ， 色の再現性のむつかしさ， 堅牢

性の低さ， 染料の稀少性などの問題点があり，

染色法については手工芸的なものに限られてし

まうようである。

今回は 古代文献に記されている色の再現はむ

つかしいと考えられるが， 受け継がれてきた伝

統術と， 前報1)の基礎実験を基に天然染料のも

つ色の表現上の可能性を問題点として， 実際に

手織による紬着尺を制作したので、ある。 更に染

色においては堅牢性が問題となり， その中でも

耐光， 洗濯， 汗に対する堅牢度がある慕準以上

を要求される。 今回は制作織布に対する洗濯，

ドライクリーニング， 耐光の実験を試みたの

で， その結果を報告するものである。

宜 制 作 方 法

1. 作品制作上の手法

作品は 先染織物とする。

1-1 制作試料

経糸 生糸45中x 4 (精練糸)

緯糸 手紬真 綿糸(1200回)

糸量 1反 経280 g 緯350 g 

1-2 染料， 染料抽出方法及び媒染剤

染料及び媒染剤は表lの通りである。 各染料

の抽出方法は前報1)と同じ方法を用いた。

1-3 染色方法及び条件

染色法 浸染時間等， 前報1)と同じ方法を用

L、Tこ。

染色濃度 それぞれのデザインの関係から濃

色から淡色までとした。

j谷比 1 : 40 

染色回数 前報の行 程方法を2�3 回操り退
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し より堅牢性を求めた。

1-4 制作手法

組織 王子織

デザイン 無 地， 経縞， 緋， 各々天然染料の

色が生きるデザイン 及び その他の諸条件を主

として制作する。

密度 本/cm 経32， 緯22

盟 実 験 方 法

1. 織布の洗濯， ドライクリーニンゲの変退

色と耐光堅牢の変退色に関する実験

1-1 試 料

各実験につき10種類の試験布を用意した。

(図 1 の 1�10の織布)

1-2 洗濯・ ドライクリ…ニングの試験方法

(表2 ) 

JIS規格に定められた方法で， 次のように行

なった。

染色堅牢度試験用洗濯試験機(JIS L 0821) 

を使用した。

試験ピンの中に試験液10 0 mlとステン鋼球

20個を入れ， 試験液40。土20Cにしたのち， これ

に複合試験片を入れて 密閉し， 洗濯試験機に取

り付け， 40o:t20Cで30分間運転する。 軽くすす

いだのち60o�650Cの乾燥機の中で乾燥する。

今回は洗濃・ ドライクリーニング共に回数を

3固までとした。

1-3 耐光試験方法

カーボンアーク!療法， 試験片の標準退色， 及

びブルースケール 3 級までの退色とした。 試験

片の大きさ， 10cmx4cm 

2. 測定方法

2-1 洗濯， ドライクリーニングの堅牢度測

定は変退色用グレースケールと汚染用グレース

ケールを用い， 視覚により行なった。

2-2 耐光にはブルースケールを用い， 視覚

により行なった。
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表1 制作のための染色条件

作
番号
品

染 料 名 染料使
(g
用

) 量 使
染材
用

料
し
部分た 媒染剤% 染色回数 織模様 経糸 緯糸

紫 草 500 1長 椿灰 2 。

梅 200 幹 材 アルミ( 4 ) 3 。 。

l 呉 木 250 業(生) 銅 ( 3 ) 2 経縞 。

楊梅皮 50 樹皮(乾) 銅 ( 3  ) 2 。

楊梅皮 50 樹皮(乾) 鉄 ( 3 ) 2 。

E宣洋茜 100 根 椿灰 3 。 。

2 桜 100 幹 材 アノレミ( 4 ) 2 経緋 。

粟 100 果 皮 銅 ( 3  ) 2 。

紅 木 300 幹 材 アルミ( 4 ) 3 。 。

3 紅 木 150 幹 材 アルミ( 4 ) 2 経縞 。

梅 150 幹 材 アルミ( 4 ) 2 。

棒 150 樹皮(乾) 銅 ( 3 ) 3 。

石 摺 200 果 皮 アルミ( 4 ) 2 。
4 緯餅

。栗 200 果 皮 鍛 ( 3 ) 2 

椋の木 100 樹 皮 鍛 ( 3  ) 2 。

ロ ッグウッド 10 心 材 アルミ( 4 ) 3 。

紅花(黄) 300 花 冠 スズ (2 ) 。
5 

-----------
経緋

。震の生薬 100 薬(生) 2 

西洋茜 100 根 錦 ( 3  ) 3 。

粟 200 樹 皮 鉄 ( 4  ) 2 。

刈 安 100 葉茎(乾) 鉄 ( 3  ) 2 。
6 経緋

。 。刈 安 100 葉茎(乾) アノレミ( 4 ) 2 

7 楯 子 100 果 実 アルミ( 4 ) 3 無地 。 。

刈 安 150 葉茎(乾) アノレミ( 4 ) 2 。 。

五倍子 40 虫壊(乾) 鉄 ( 3  ) 3 。
8 経縞

。五倍子 60 虫痩(乾) 鉄 ( 3  ) 3 

臭 木 250 業(生) 銅 ( 3  ) 2 。

ロ ッグfウッド 10 心 材 アルミ( 4 ) 3 。

ユチニーノレ 5 虫(乾) スズ ( 2 ) 2 。

ユチニーノレ 5 虫(乾) アルミ( 4 ) 2 。
9 経緋

ユチニーノレ 5 虫(乾) 鉄 ( 3 ) 2 。 。

桜 250 乾 材 アルミ( 4 ) 2 。

赤芽樹 100 葉(乾) 鉄 ( 4  ) 2 1 0 

ロ ッグウッド 20 心 材 アノレミ( 4 ) 3 。 。

10 ロ ッグウッド 20 心 材 スズ (2 ) 3 経縞 。 。

ロ ッグウッド 10 心 材 スズ (2 ) 2 。

※作品番号は図lの1 �10の順とする 0印使用染料
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表2 試験条件

試 験 液
温度試種験類の 乾燥 時分間 試大験き片のさ 添

の
付大白き布さ

溶液g/l 液量 すすぎ
ステンレス鏑球 ℃ 

ml (飼)

A洗.-1湯法 / 
乾燥機 10x 5 

5x 5cm 
石ケン 5 100 水 60:t20C 40土20C 30 cm 綿2 枚綿

ガソリン 5号
ドライ 水lml 工業用
グリー 100 カ'ソリン
ニング 陰イオン界爾活性Jì1] 5g 5号

非イオン界面活性剤 5g

N 結果と考察

1. 制作による結果と考察

図 1 のl�lOの作品について， 構図， 発想イ

メージなどについても述べるべきであるが， 今

回は数多い染材の中から， 前報1)の基礎実験を

参考に， 天然染料のもつ色の特徴から， どのよ

うな色を， どのような配色で， どのような 模様

を使うかということを主に制作， 考察した。

1 .  染材梅の亜麻色の 地に， 紫草の浅 紫， 桑

木の萌木色， 楊梅皮の錆朱・褐色の経糸で経縞

を表現したものである。 各々の色相は 渋みをも

っているため縞の間隔， 又は配列の変化によっ

て 無数の 寵色が可能である。 隣接する色棺は互

いに離反することがないのである。 但し， 配色

の美しさを求めるにはまだ多くのことを知る必

要がある。 今後の研究課題である。

2 .  酋洋茜の茜色を主に桜の肌色， 粟の紅煤

竹の色相で‘幾何 模様の経緋を効果的に生かし，

表現したものである。

繊細な 模様を技巧的に表現しようとすること

は 無理な染色法によって， 染料の染着力が悪

く， 色の 安定しない部分が全体のバランスをく

ずすことがある。

3. 紅木から茜色の濃淡を染め分け， 梅の胡

桃色を経糸に配し， 色差をなくして 無 地のよう

な細経縞を表現したものである。

天然染料は独特な 落ちついた色相， 同じ染料

でも染料のもつ特徴から媒染剤， 染料の濃度の

違いで微妙な色相の違いが得られ， 趣向の色を

20 
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乾燥機 10 x 4 10 x 4 cm 
40土2'c 30 I枚60:t2'C cm 

交織A号

染めだすことができる。

4. 石摺の枇杷茶を経糸に， 穣の赤茶色を緯

糸に色差の少ない色相に変化をつけ， 更に緯餅

を入れることにより単彩表現に変化をつけたの

である。

屈折した色の変化は経糸と緯糸の色相の違い

からくる織布の表情に様々な色相を表現してく

れる。 特に絹は絹なりにしっとりした光沢とは

なやかさの中に， 玉虫色に似た色をみせてくれ

る。

5. ロ ッグウッドによって 紫の濃淡と紅花の

黄色とで， 等間稿の動きのある経緋を表現した

のである。 色が光の具合いや角度によって様々

な変化を生じ， 妙味な重なりから透 明感を表現

することができる。

6. 刈 安でやわらかし、黄色と媒染剤を変えて

鼠色を染め出し， 大柄な矢紛で表現したもので

ある。 2 色のやわらかな色相であるため， 渋く

落ちついたものとなった。 一つの染材から染料

に含まれる色素成分を応用し， 媒染剤によって

比較的 明るい黄色と 明るい鼠色に染め分け， 色

というものを微妙に表現することができるので

ある。

7. 梶子で梶子色を染め， 染料のもつ色味を

表現した。

無 地の場合は色 そのものを表現することにな

るので， 染料のもつ多く含む色素を引き出し，

純度の高い色相を染め出すことである。 色だけ

みていでもあきのこない生きた色を表現するこ

とが大切である。

8. 五倍子の鳩羽鼠色を主に濃淡と刈 安によ



る黄色， 臭木の萌木色で経縞を表現した。

縞の配列と配色の変化によって派手さ， 地

味， 安定感を感じさせる。 1 と同様に今後の課

題でもある。

9. コチニールで、媒染剤をかえることによっ

て桜色， 紫色， 鼠色の色相を染め出し， 経緋で

表現した。

無彩色である鼠色は多くの植物から染め出せ

る色であるが， ーっとして同じ鼠色ではない。

どのような色とも調和し， 逆に他の色を引きた

たせてくれる。

10 . ロ ッグウッドの濃度と媒染剤を変えて，

3色相を染め出し， 経糸のグランデーションを

配し， 経糸の変化から色のもつ趣きを表現した

のである。

色の濃淡， 明るさ， 暗さ， 渋さ， くすんだ色

などの色のパランスからくる配色は相互的な美

しさをもっている。

2. 洗濯， ドライクリーニンゲ， 耐光堅牢度

試験による結果と考察

表 3は洗濯， ドライクリーニング， 耐光堅牢

度試験の結果を示したものである。

2-1 洗濯回数による変退色と汚染

表 3に示すように洗濯l田では堅牢度が 4 と

10を除いて比較的堅牢で、ある。

添付白布は洗濯による汚染状態を観る目的で

あるが， 添付白布への汚染は殆ど 4-5 級で汚染

は少ない。 4 と10は変退色が 2- 3と低いのに対

して汚染が高いのは洗濯試験に用いた試験液に

よって染料が退色したが， 添付白布を汚染する

程ではなかったためと思われる。

洗濯 3回では回数を増すごとに全体的に変退

色が低くなる傾向がみられる。

4 と8 においては退色より色相の変化が生じ

た。 全体的に赤味を生じたのである。 この場合

石ケンに含まれるアルカリ荊によって， 染料の

成分が変化したためではなし、かと思われる。

汚染ではl田と 3田を比較するとほとんど差

がみられず， 問題はないように思われる。

洗濯堅牢度においては変退色のみが問題とな

り， 洗剤に含まれる成分の違いからより堅牢度

の高さを求めることができるのではないか， 吏

表3 染色堅牢度試験結果

染 色 堅 牢 度 試 験

試
番
料布

号

洗 濯 試 験 ドライタリーエング試験

耐光試験 変j墨色 汚染(綿) 汚染(縞) 変退色 汚染(交織布A号)

I回 3閏 l悶 3回 1@] 3回 1回 3閏 1問 3聞

3以上 3-4 3 4-5 4-5 4-5 4-5 5 5 4-5(綿) 4-5 (綿)

2 3 3 2 4-5 4-5 4-5 4-5 5 5 4-5 (ピニロγ) 4-5 (ビニロン)

3 3 4 3 4-5 5 4-5 4-5 5 4-5 5 5 

4 3以上 2-3(R) 2 4-5 4…5 4-5 4-5 5 4-5 5 4-5(毛)

5 3以上 4-5 4-5 4-5 3-4 4-5 4-5 5 4-5 4-5 (毛) 4 (毛)

6 3以上 3-4 3-4 4-5 4-5 5 5 5 4-5 5 5 

7 3 3 2-3 4 4-5 4-5 4-5 5 4-5 5 5 

8 3以上 3 3 (R) 4-5 4…5 4-5 4…5 4-5 4-5 4-5 (綿) 4-5(綿)

9 3以上 3-4 2-3 4-5 4-5 4 4-5 5 5 5 5 

10 3 2-3 2 4-5 4-5 4-5 4…5 5 4-5 4-5 (綿) 4-5 (綿)

※染色�;p度の等級は数{践をもって表示した。

1級が最も低く 5級が最も高い

但し耐光堅牢度は I級が最も低く 8級が最も高い

試料布番号は関1の1 �10の頗とする。
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に染着性を洗濯堅牢度試験を通して検討したの

であるが， 天然染料による染色物を日常洗濯す

る場合， 低くめの温度で， 押し洗い， 振り洗い

などの弱L、洗い方をする。 洗剤においても中性

洗剤を選び， 本研究のように400C， 30分， 弱ア

ルカリ伎洗剤を使用という強い洗寵の結果にお

いては洗濯の前後に大きな色差を生じると思わ

れる。 実験の結果にはこれらの条件を考醸しで

もよいのではないかと考えられる。 今後の研究

課題でもある。

2-2 ドライクリーニング回数による変退色

と汚染

ドライクリーニング試験では表 3にみられる

ように全体的に回数上 回数 3共に堅牢度の高

さを示している。

洗濯で低かった 4 と10も高い数値を示してい

る。

汚染においてもl回， 3回共に高く， わずか

作品の 1， 2， 4， 5， 8， 10の毛， 綿， ビニ ロン

に染液の汚染がみられただけで-ある。

ドライクリーニングに対して堅牢度が低いと

考えていたが， この実験によって信頼性の高い

ものであると確認させられた。

2- 3 耐光による変退色の結果と考察

染色されたものは洗濯による水や機械摩擦等

によって退色することもあるが， 日光による退

色がもっとも重要な問題となっている。

一般に天然染料の色は直射日光に対して弱L、

ということが言われているが， 前田の糸染めに

よる 耐光試験から， 植物の色すべてを実用性の

ある染色に使用することができるとは限らない

とし、う結果を得た。

今回は織布に多種類の染料， 異なる媒染剤に

よって織り込まれていることから， 耐光に対す

る変化がどのようにみられるか， 更に前回の今

後の課題の一つであった染色回数を多くするこ

とにより， 堅牢度が渇くなるのではないかとい

う開題点から， 染色行 程回数を2 � 3屈として

どのような結果が得られるかを求めたのであ

る。 その結果， 表 3より 明らかなようにに 3

級， 又は 3級以上の数値を示し， 全体的に大き
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な変化がみられなかったので、ある。

V ま と め

今回行なった研究は， 天然染料を用いて染料

のもつ特性を生かして， 実際に作品を制作し，

色の表現の可能性を追求した。 更に染料のもつ

重要な課題である竪牢性について調べた。 その

結果いくつかの事項を知ることができたので、あ

る。

1 .  一般に彩度の高い色は得られないもの

の， 色の濃淡や， 明るさ， 暗さ， 渋い色， 落ち

ついた色などの色彩感情の広範囲から， 染料の

もつ独特の色の美しさを配色， 模様の上で表現

することができる。

但し， 配色の美しさを追求するためには多く

のものを学ばなければならない。

2 .  趣向の色を作り， 配色， 技法によって作

品表現の可能性が大きい。

しかし技法等から無理な染色法によって， 色

の美しさを失なうことがある。

3. 先染めの色糸で織り上げた布には絹のも

つ繊維の特質である光沢とはなやかさをみせて

くれる。

4 . 天然染料は一般的に堅牢性が低いとさ

れ， 実用上問題となる場合が多いが， 堅牢性の

高い染料を選択した上で， 一つの染材からだせ

る幅広い色相を用いて， 作品に表現することが

できる。

5 .  作品の美しさを表現する上で， 色相， 寵

色， 模様に相対的な美しさが必要である。

6. 天然染料はドライクリーニングの堅牢性

が高し、。

7. 天然染料を使用したものを商品にする場

合， 手入れ法の表示を 明確にすることが大切で

ある。(洗濯などの手入れ法)

8 .  染色特に必要以上の濃い染液， 媒染剤は

ざけるべきである。(色おちの原因となる。)

9. 経糸と緯糸の色を変えて織った布は， 毘

折による色の変化で美しい色が現われる。

天然染料の研究に取り組んでいるが， 未だ基



礎段階にある。

今回の研究において色相の美しさを求めて，

実用性のある染料材料や媒染剤との組み合わ

せ， 更に作品へとの制作， 実験であったが， 色

相について知るにはまだ数多くの研究が必婆で

ある。 今後も天然染料に関する研究を追求して

いきたいと思っている。

終りに 本研究に対して都立繊維工業試験場の

方々に適切な御指導， 御教示をいただし、たこと

を心から感認する次第である。
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